
藤田美佳 第2部のパネルディスカッションに入ります。まず、このパネルを設

定した背景とねらいをお話ししたいと思います。冒頭、根岸が協働実践研究の問

題意識を説明しましたが、学校はなかなか変わらないという現実が研究会の中で

しばしば出てきていました。そこで研究班では、学校ベースで変わらない状況の

下、子どもたちへの支援について、どのように取り組んでいったらいいのか。そ

の可能性を探る中で、「川崎市ふれあい館」で行われている、外国につながる子

どもたちの学習サポートを中核にして、地域の施設である「ふれあい館」、小中

学校、高校、教育委員会をはじめ、行政、ボランティア、学習サポートを受けた

側であった子どもたち、その子たちがOB・OGとなって、今、サポーター側に

回っていますが、彼らも含めた連携モデルの構築に取り組むということで、協働

実践研究を続けています。

そして、今回のこのパネルでは、川崎市における取り組み

に加え、地域、学校による連携プログラムがすでに展開され

ている2つの地域、愛知県豊田市の保見団地地区と福岡市東

区香椎浜地区の「よるとも会」の2つの事例を含めて、各地

域の取り組みを知り、その共通性、個別性を把握しながら、

子どもたちのサポートについて、皆さんと一緒に考えていき

たいと思っています。

初めにパネリストの皆さんにそれぞれの活動を報告してい

ただいた後、質疑応答、コメントと進めていきます。では、

豊田市のケースを井村美穂さんにお願いします。
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この感想は、川崎市以外から参加した方ですが、このグループにいた川崎市内

の教員と先週お会いしました。すごく気にされていました。私は「郷に入れば、

郷に従えなのよね」と。そこがチャンスではないかと思います。

最後に話していただいたフィリピンにつながる大学生ですが、中学時代に自分

の母親がフィリピン人だということを友達に言う機会がなかった。自分の立場を

話すのが少し遅かったかもしれないというようなことを話されていました。でも

「そういう必要もなかった」という彼が言った言葉に、やはり話を聞いたみんな

は感じるものがあったと思います。

それから、川崎市は全市に多国籍の外国人市民が分散して生活していますが、

その中でも、川崎区に集住している傾向があります。改めて地域の核というのは

何だろうと考えるきっかけになったのではないかと思います。それが川崎区なの

か、「ふれあい館」を中心にするのか、ある小中学校を中心にするのか。それを

もう一度、考えるきっかけになったと思います。

最後になりますが、思わぬつながりを価値づけるということを私自身感じまし

た。「楽・ふれあい・トーク」の後の1カ月間にこうしたことに関連したいくつ

かのことが行われたことです。

まずひとつ目は、日本語を母語としない中学生のための説明会がありました。

川崎区の教育文化会館というところで実施したのですが、70人もの保護者や 1

年生から3年生の生徒が集まりました。ちなみに06年、隣の区でやりましたが、

わずか10人でした。「楽・ふれあい・トーク」で参加を呼びかけたり、識字学級

などでも広報をしていただいたりしました。当日は、ボランティアの方が生徒を

連れてきてくださったというようなケースもありました。これは何かを意味する

のではないかと考えています。

それから、川崎には外国人代表者会議やいろいろな会議がありますが、そのひ

とつである麻生区の市民パートナーシップでは、外国につながる子どもたちを行

政とタイアップして学習支援をしようと話し合いを進め、08年 4月からスター

トすることになりました。川崎区と麻生区という距離的に離れた地域で、学習支

援という点での思わぬつながりに価値づけをしていって、方向性を出すというこ

とが川崎市でこれから考えていかなければいけないのではないかと思います。そ

のためには強力なコーディネーター力、何をつなげ、何を実行していくのか、そ

して、どちらに向かっていくのかというあたりをこれから考えていきたいと思い

ます。
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